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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヘアコンディショニング組成物であって、
　（ａ）モノ長鎖アルキル四級化アンモニウムと、Ｃ１～Ｃ４アルキル硫酸塩及びこれら
の混合物からなる群から選択されるアニオンとの塩、並びにジ長鎖アルキル四級化アンモ
ニウム塩を含む、０．２重量％～１０重量％のカチオン性界面活性剤系と、
　（ｂ）１重量％～１５重量％の高融点脂肪化合物と、
　（ｃ）０．００００５重量％～０．５重量％の直接染料と、
　（ｄ）水性キャリアと、
　を含む、ヘアコンディショニング組成物。
【請求項２】
　前記カチオン性界面活性剤系中で、前記ジ長鎖アルキルカチオン性界面活性剤と前記モ
ノ長鎖アルキルカチオン性界面活性剤との重量比が、１：１～１：２０の範囲内である、
請求項１に記載のヘアコンディショニング組成物。
【請求項３】
　モノ長鎖アルキル四級化アンモニウムとアニオンとの前記塩が、メチル硫酸ベヘニルト
リメチルアンモニウム、エチル硫酸ベヘニルトリメチルアンモニウム及びこれらの混合物
からなる群から選択され、ここで、前記ジ長鎖アルキル四級化アンモニウム塩が、塩化ジ
セチルジメチルアンモニウム、塩化ジステアリルジメチルアンモニウム及びこれらの混合
物からなる群から選択される、請求項１に記載のヘアコンディショニング組成物。
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【請求項４】
　０．１％～２０％のシリコーン化合物を更に含む、請求項１に記載のコンディショニン
グ組成物。
【請求項５】
　前記シリコーン化合物がアミノシリコーン化合物である、請求項４に記載のコンディシ
ョニング組成物。
【請求項６】
　（ｅ）０．１重量％～２０重量％のグラフトアミノシリコーン、及び（ｆ）０．０００
１重量％～１０重量％のシリコーン樹脂を更に含む、請求項１に記載のコンディショニン
グ組成物。
【請求項７】
　前記組成物がアニオン性界面活性剤及びアニオン性ポリマーを含まない、請求項１に記
載のコンディショニング組成物。
【請求項８】
　リンスオフヘアコンディショニング組成物である、請求項１に記載のコンディショニン
グ組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ヘアコンディショニング組成物であって、（ｉ）又は（ｉｉ）のいずれかの
カチオン性界面活性剤系：（ｉ）モノ長鎖アルキル四級化アンモニウムと、Ｃ１～Ｃ４ア
ルキル硫酸塩及びこれらの混合物からなる群から選択されるアニオンとの塩、並びにジ長
鎖アルキル四級化アンモニウム塩を含む系、あるいは（ｉｉ）モノ長鎖アルキル基が炭素
原子数２０～約２４を有するモノ長鎖アルキルアミンの塩と、ジ長鎖アルキル四級化アン
モニウム塩とを含む系、と、高融点脂肪族化合物と、直接染料と、水性キャリアと、を含
む、ヘアコンディショニング組成物に関する。本発明の組成物は、コンディショニング効
果を提供しながらも改善されたカラーリング効果を提供する。
【背景技術】
【０００２】
　毛髪の状態を整えるために様々な取り組みが開発されてきた。コンディショニング効果
を提供する一般的な方法は、カチオン性界面活性剤及びポリマー、高融点脂肪族化合物、
低融点油、シリコーン化合物並びにこれらの混合物のようなコンディショニング剤の使用
を介する。これらのコンディショニング剤のほとんどが、様々なコンディショニング効果
を提供することが知られている。例えば、一部のカチオン性界面活性剤類は、一部の高融
点脂肪族化合物類と共に用いると、濡れた毛髪に塗布するときの滑る感触、並びに乾いた
毛髪の柔らかさ及びしっとり感等の様々なコンディショニング効果をもたらすのに適した
ゲルマトリックスを供給すると考えられている。
【０００３】
　コンディショニング効果を提供しながらもカラーリング効果を提供するヘアコンディシ
ョニング組成物に対して必要性が存在している。かかるカラーリング効果は、例えば、次
のうちの少なくとも１つ、カラーリングされていない毛髪のカラーリング、カラーリング
された毛髪の色の強化、カラーリングされた毛髪の色落ち及び白髪混合の防止、である。
【０００４】
　ヘアカラーリング効果及びヘアコンディショニング効果の両方を提供するための様々な
試みがなされてきた。例えば、日本特許公開第Ｈ５－４３４３８号は０．３％のベヘニル
トリメチルアンモニウムクロライドと、０．１％のセチルトリモニウムクロライドと、０
．１％のジステアリルジモニウムクロライドと、１０％のベヘニルアルコールと、０．０
５％の酸性染料を含む、ヘアカラーリングトリートメント組成物を開示する。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００５】
【特許文献１】日本特許公開第Ｈ５－４３４３８号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、コンディショニング効果を提供しながらもカラーリング効果を提供する
ヘアコンディショニング組成物を得るのは依然として容易ではないことが見出されてきた
。
【０００７】
　上述に基づくと、コンディショニング効果を提供しながらも改善されたカラーリング効
果を提供するヘアコンディショニング組成物に対する必要性が未だに存在する。
【０００８】
　既存の技術には、本発明の利点及び利益の全てを提供するものは存在しない。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、ヘアコンディショニング組成物であって、
　（ａ）モノ長鎖アルキル四級化アンモニウムと、Ｃ１～Ｃ４アルキル硫酸塩及びこれら
の混合物からなる群から選択されるアニオンとの塩、並びにジ長鎖アルキル四級化アンモ
ニウム塩を含む、０．２重量％～１０重量％のカチオン性界面活性剤系と、
　（ｂ）１重量％～１５重量％の高融点脂肪化合物と、
　（ｃ）０．００００５重量％～０．５重量％の直接染料と、
　（ｄ）水性キャリアと、を含む、ヘアコンディショニング組成物を目的とする。
【００１０】
　本発明のコンディショニング組成物は、コンディショニング効果を提供しながらも改善
されたカラーリング効果を提供する。
【００１１】
　本発明のこれらの及びその他の特徴、態様及び利点は、以下の説明及び添付の特許請求
の範囲を読むことで、よりよく理解される。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本明細書は、本発明を具体的に指摘し、明確に請求する特許請求の範囲をもって結論と
するが、本発明は、以下の記載から更に十分に理解されるものと考えられる。
【００１３】
　本明細書において、「含む」とは、最終結果に影響しない他の工程及び他の成分も加え
得ることを意味する。この用語は、「からなる」及び「から本質的になる」という用語を
包含する。
【００１４】
　百分率、部及び比は全て、特に記述しない限り、本発明の組成物の総重量に基づく。全
てのこのような重量は、提示された成分に関する場合、活性成分の濃度に基づき、したが
って市販材料に包含される場合のあるキャリア又は副生成物を包含しない。
【００１５】
　本明細書において、「混合物」は、複数種類の材料の単純な組み合わせと、結果として
そのような組み合わせから生じることがあるあらゆる化合物とを包含するように意図され
ている。
【００１６】
　組成物
　特定のカチオン性界面活性剤系を使用することにより、本発明の組成物は、ジアルキル
四級アンモニウム塩と一緒にべへニルトリメチルアンモニウムクロライドを用いるような
他のカチオン性界面活性剤系と比べ、コンディショニング効果を提供しながらも改善され
たカラーリング効果を提供し得ると考えられる。
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【００１７】
　カチオン性界面活性剤及び高融点脂肪族化合物により形成される時の、カチオン性界面
活性剤の相溶性及びゲルマトリックスの安定性の観点から、好ましくは、本発明の組成物
には、アニオン性界面活性剤及びアニオン性ポリマーが実質的に含まれていない。本発明
において、「アニオン性界面活性剤及びアニオン性ポリマーを実質的に含まない」とは、
組成物が、アニオン性界面活性剤及びアニオン性ポリマーを合計で１％以下、好ましくは
０．５％以下、より好ましくは全体として０％含有していることを意味する。
【００１８】
　カチオン性界面活性剤系
　本発明の組成物は、カチオン性界面活性剤系を含む。高融点脂肪族化合物と直接染料と
共に、コンディショニング効果と改善されたカラーリング効果とを提供する観点から、カ
チオン性界面活性剤は、組成物中に約０．２重量％～約１０重量％、好ましくは約０．３
重量％～約８重量％、より好ましくは約０．４重量％～約５重量％の濃度で含まれる。
【００１９】
　カチオン性界面活性剤系は、
　（ｉ）モノ長鎖アルキル四級化アンモニウムと、Ｃ１～Ｃ４アルキル硫酸塩及びこれら
の混合物からなる群から選択されるアニオンとの塩、並びにジ長鎖アルキル四級化アンモ
ニウム塩を含む系、あるいは
　（ｉｉ）モノ長鎖アルキル基が炭素原子数２０～約２４を有するモノ長鎖アルキルアミ
ンの塩と、ジ長鎖アルキル四級化アンモニウム塩とを含む系、のいずれかである。
【００２０】
　好ましくは系（ｉ）は、本発明の効果、特にコンディショニング効果及び色効果を同時
に提供するという観点で使用される。本発明のカチオン性界面活性剤系中で使用できる化
合物は、以下に詳細に説明する。
【００２１】
　コンディショニング効果と、改善されたカラーリング効果とを提供する観点から、系で
は、ジ長鎖アルキルカチオン性界面活性剤対モノ長鎖アルキルカチオン性界面活性剤の重
量比が約１：１～約１：２０、より好ましくは約１：１～約１：１５、更により好ましく
は約１：１～約１：１０の範囲内であることが好ましい。
【００２２】
　モノ長鎖アルキル四級化アンモニウムアルキル硫酸塩
　本明細書で有用なモノ長鎖アルキル四級化アンモニウムアルキル硫酸塩は、式（Ｉ）を
有する：
【００２３】
【化１】

　式中、Ｒ71、Ｒ72、Ｒ73及びＲ74のうちの１つは炭素原子数１６～４０の脂肪族基、又
は炭素原子数４０までの芳香族、アルコキシ、ポリオキシアルキレン、アルキルアミド、
ヒドロキシアルキル、アリール若しくはアルキルアリール基から選択され、残りのＲ71、
Ｒ72、Ｒ73及びＲ74は、炭素原子数１～約８の脂肪族基、又は炭素原子数約８までの芳香
族、アルコキシ、ポリオキシアルキレン、アルキルアミド、ヒドロキシアルキル、アリー
ル若しくはアルキルアリール基から独立して選択され、Ｘ-はＣ１～Ｃ４アルキル硫酸塩
からなる基、好ましくは、メト硫酸塩とも呼ばれるメチル硫酸塩（ＣＨ3ＯＳＯ3）、エト
硫酸塩とも呼ばれるエチル硫酸塩（Ｃ2Ｈ5ＯＳＯ3）、及びこれらの混合物から選択され
る塩形成アニオンである。脂肪族基は、炭素及び水素原子に加えて、エーテル結合及びア
ミノ基のような他の基を含有することができる。長鎖脂肪族基、例えば、炭素数が約１６
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以上のものは、飽和であるか若しくは不飽和であることができる。好ましくは、Ｒ71、Ｒ
72、Ｒ73及びＲ74のうちの１つは、炭素原子数１６～３０の、より好ましくは炭素原子数
１８～２６の、更により好ましくは炭素原子数２２のアルキル基から選択され、残りのＲ
71、Ｒ72、Ｒ73及びＲ74は、ＣＨ3、Ｃ2Ｈ5、Ｃ2Ｈ4ＯＨ、ＣＨ2Ｃ6Ｈ5、及びこれらの混
合物から独立して選択される。
【００２４】
　これらのうち、より好ましいカチオン性界面活性剤は、より長いアルキル基、すなわち
Ｃ１８～２２アルキル基を有するものである。このようなカチオン性界面活性剤としては
、例えば、メチル硫酸ベヘニルトリメチルアンモニウム又はエチル硫酸ベヘニルトリメチ
ルアンモニウム及びメチル硫酸ステアリルトリメチルアンモニウム又はエチル硫酸ステア
リルトリメチルアンモニウム、更により好ましくはメチル硫酸ベヘニルトリメチルアンモ
ニウム又はエチル硫酸ベヘニルトリメチルアンモニウムが挙げられる。より長鎖のアルキ
ル基を有するカチオン性界面活性剤は、より短鎖のアルキル基を有するカチオン性界面活
性剤と比べ、濡れた毛髪及び乾いた毛髪に対して、改善された滑らかさとやわらかい感触
を提供すると考えられる。そのようなカチオン性界面活性剤は、より短鎖のアルキル基を
有するカチオン性界面活性剤と比較して、軽減した刺激をもたらすことができるとも考え
られる。
【００２５】
　モノ長鎖アルキル（Ｃ２０～２４）アミン塩
　本明細書で有用なモノ長鎖アルキル（Ｃ２０～２４）アミン塩は、（ｉ）炭素原子数約
２０～約２４の１つの長鎖アルキル基又は長鎖アルケニル基を有する第一級、第二級、及
び第三級アミンと、（ｉｉ）Ｌ－グルタミン酸、乳酸、塩化水素酸、リンゴ酸、コハク酸
、酢酸、フマル酸、酒石酸、及びこれらの混合物からなる群から選択される酸からなるも
のである。このアミン及び酸は、組成物中に、アミン対酸のモル比が好ましくは約１：０
．３～約１：２、より好ましくは約１：０．３～約１：１．３、更に好ましくは約１：０
．４～約１：１となるような濃度で含まれる。
【００２６】
　本明細書で有用な第一級、第二級、及び第三級アミンは、例えば以下の式を有するもの
である：
　Ｒ1－（Ｌ）ｘ－Ｎ－（Ｒ2）ｙＨz

　式中、Ｒ1は炭素原子数約２０～約２４の直鎖若しくは分枝鎖のアルキル又はアルケニ
ル基であり、Ｌはアミド、アミドアルキル、アミドポリオキシアルキル、ポリオキシアル
キル、及びこれらの混合物から選択される結合であり、アルキルは炭素原子数１～４を有
し、好ましくはアミド又はアミドアルキルから選択され、アルキルは炭素原子数１～４を
有し、ｘは０又は１の整数であり、好ましくは１であり、Ｒ2はＣ1～Ｃ4アルキル、アル
ケニル、アルコキシル、ヒドロキシアルキル、又はポリオキシアルキレンであり、ｙは０
～２の整数であり、好ましくは２であり、ｚは０～２の整数であり、好ましくは０であり
、ｙ＋ｚは２の整数である。
【００２７】
　非常に好ましいアミンは、以下の一般式を有する第三級アミドアミンである：
　Ｒ1ＣＯＮＨ（ＣＨ2）ｍＮ（Ｒ2）2

　式中、Ｒ1は炭素原子数約２０～約２４の直鎖若しくは分枝鎖のアルキル基又はアルケ
ニル基であり、好ましくは直鎖アルキル基であり、ｍは１～４の整数であり、かつＲ2は
Ｃ1～Ｃ4アルキル、アルケニル、アルコキシル、ヒドロキシアルキル、又はポリオキシア
ルキレンであり、好ましくはアルキルである。
【００２８】
　本明細書で有用なこのような第三級アミドアミンには、例えば、ベヘンアミドプロピル
ジメチルアミン、ベヘンアミドプロピルジエチルアミン、ベヘンアミドエチルジエチルア
ミン、ベヘンアミドエチルジメチルアミン、ベヘンアミドブチルジメチルアミン、ベヘン
アミドブチルジエチルアミン、アラキドアミドプロピルジメチルアミン、アラキドアミド
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プロピルジエチルアミン、アラキドアミドエチルジエチルアミン、アラキドアミドエチル
ジメチルアミン、アラキドアミドブチルジメチルアミン、及びアラキドアブチルジエチル
アミン（arachidabutyldiethylamine）が挙げられる。
【００２９】
　ジ長鎖アルキル四級化アンモニウム塩
　本明細書で有用なジ長鎖アルキル四級化アンモニウム塩は、次の式（Ｉ）を有するよう
なものである：
【００３０】
【化２】

　式中、Ｒ71、Ｒ72、Ｒ73及びＲ74は炭素原子１６～４０の脂肪族基、又は炭素原子数約
４０までの芳香族、アルコキシ、ポリオキシアルキレン、アルキルアミド、ヒドロキシア
ルキル、アリール若しくはアルキルアリール基から選択され、残りのＲ71、Ｒ72、Ｒ73及
びＲ74は炭素原子数１～約８の脂肪族基、又は炭素原子数８までの芳香族、アルコキシ、
ポリオキシアルキレン、アルキルアミド、ヒドロキシアルキル、アリール若しくはアルキ
ルアリール基から独立して選択され、Ｘ-は塩化物及び臭化物などのハロゲン化物、メト
硫酸塩及びエト硫酸塩などのＣ１～Ｃ４アルキル硫酸塩、並びにこれらの混合物からなる
群から選択される、塩形成アニオンである。脂肪族基は、炭素及び水素原子に加えて、エ
ーテル結合及びアミノ基のような他の基を含有することができる。長鎖の脂肪族基、例え
ば、炭素数が約１６個以上のものは、飽和であるか若しくは不飽和であることができる。
好ましくは、Ｒ71、Ｒ72、Ｒ73及びＲ74のうちの１つは、炭素原子数１６～４０のアルキ
ル基、より好ましくは炭素原子数１６～２６のアルキル基から選択され、残りのＲ71、Ｒ
72、Ｒ73及びＲ74はＣＨ3、Ｃ2Ｈ5、Ｃ2Ｈ4ＯＨ、ＣＨ2Ｃ6Ｈ5、及びこれらの混合物から
独立して選択される。好ましくはアニオンは塩化物及びこれらの混合物などのハロゲン化
物からなる群から選択される。
【００３１】
　本明細書で有用なかかるジ長鎖アルキル四級化アンモニウム塩としては、例えばジアル
キル（１４～１８）ジメチルアンモニウムクロライド、ジタローアルキルジメチルアンモ
ニウムクロライド、ジヒドロ添加タローアルキルジメチルアンモニウムクロライド、ジス
テアリルジメチルアンモニウムクロライド、及びジセチルジメチルアンモニウムクロライ
ドが挙げられる。
【００３２】
　高融点脂肪族化合物
　本発明の組成物は、高融点脂肪族化合物を含む。濡れた毛髪に塗布している間の、滑る
感触、乾いた毛髪に対する柔軟性及びしっとり感などのコンディショニング効果を提供す
る観点から、高融点脂肪族化合物は、組成物の約１重量％～約１５重量％、好ましくは約
３重量％～約１０％重量、より好ましくは約５重量％～約８重量％の濃度で組成物中に含
める。
【００３３】
　本明細書で有用な高融点脂肪族化合物は、２５℃以上の融点を有し、脂肪族アルコール
、脂肪酸、脂肪族アルコール誘導体、脂肪酸誘導体、及びこれらの混合物からなる群から
選択される。当業者は、本明細書のこの項に開示されている化合物が、場合によっては２
つ以上の分類に属することができる（例えば、いくつかの脂肪族アルコール誘導体が脂肪
酸誘導体として分類されることもあり得る）ことを理解している。しかしながら、示され
ている分類は、その特定の化合物に対する限定であるように意図するのではなく、分類及
び命名法の便宜上そのようにしている。更に、当業者には、二重結合の数と位置、及び分
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枝の長さと位置によっては、特定の必須炭素原子を有する特定の化合物の融点が２５℃未
満である可能性があることも分かっている。そのような低融点の化合物はこの項に含まれ
ないものとする。高融点化合物の非限定的な例は、Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｃｏｓ
ｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ　Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ，Ｆｉｆｔｈ　Ｅｄｉｔｉｏ
ｎ，１９９３及びＣＴＦＡ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ　Ｈａｎｄｂｏｏ
ｋ，Ｓｅｃｏｎｄ　Ｅｄｉｔｉｏｎ，１９９２に記載されている。
【００３４】
　様々な高融点脂肪族化合物のうち、脂肪族アルコールが好ましくは本発明の組成物に使
用される。本明細書で有用な脂肪族アルコールは、炭素原子数約１４～約３０、好ましく
は炭素原子数約１６個～約２２個を有するものである。これらの脂肪族アルコールは、飽
和しており、直鎖若しくは分枝鎖アルコールでもあり得る。好ましい脂肪族アルコールと
しては、例えば、セチルアルコール、ステアリルアルコール、ベヘニルアルコール、及び
これらの混合物が挙げられる。
【００３５】
　高純度の単一化合物からなる高融点脂肪族化合物が好ましい。純粋なセチルアルコール
、ステアリルアルコール、及びベヘニルアルコールの群から選択される純粋な脂肪族アル
コールからの単一化合物がきわめて好ましい。本明細書では、「純」により、少なくとも
約９０％、好ましくは少なくとも約９５％の純度を有する化合物を意味する。これらの高
純度の単一化合物は、消費者が組成物をすすぎ落とす際に、毛髪からの良好な洗い流しや
すさを提供する。
【００３６】
　直接染料
　本発明の組成物は、直接染料を含む。元の毛髪の色調を変えることなく色効果を提供し
、塗布時の染色を最小化するという観点から、直接染料は、組成物の重量で約０．０００
０５重量％～約１５．０重量％、好ましくは約０．０００１重量％～約１０．０重量％、
より好ましくは約０．００１重量％～約５．０重量%の濃度で組成物中に含める。
【００３７】
　このような直接染料はまた、非酸化染料とも呼ばれる。例えば、本明細書で有用な直接
染料としては、ニトロ染料、アゾ染料及びアントラキノン染料などの非イオン性染料、塩
基性染料などのカチオン性染料、並びに酸性染料などのアニオン性染料が挙げられる。い
くつかのアゾ染料及びアントラキノン染料は、これらがアニオン性又はカチオン性置換基
を有する時、カチオン性染料又はアニオン性染料として分類することができることが既知
である。本組成物が塗布される毛髪の目標とする色に応じて、染料を単独で又は他の染料
と組み合わせて使用することができる。
【００３８】
　カチオン性界面活性剤との親和性の観点から、本明細書で有用な直接染料は好ましくは
非イオン性直接染料、カチオン性直接染料、及びこれらの混合物である。使用する場合、
アニオン性染料は好ましくは、非イオン性直接染料及び／又はカチオン性直接染料と組み
合わされる。
【００３９】
　一部の色調では、非イオン性直接染料とカチオン性直接染料の混合物を使用することが
好ましく、ニトロ染料と塩基性染料の混合物がより好ましい。このような色調では、非イ
オン性染料とカチオン性染料の組み合わせ、特に非イオン性ニトロ染料とカチオン性塩基
性染料の組み合わせは、毛髪の色に対する均一性を提供し、手に対する染色を最小化し、
色効果を持続させ得ると考えられている。
【００４０】
　本明細書で有用な非イオン性ニトロ染料としては、例えば１，４－ビス－［（２－ヒド
ロキシエチル）アミノ］－２－ニトロベンゼン、１－（２－ヒドロキシエチル）アミノ－
２－ニトロ－４－［ジ－（２－ヒドロキシエチル）アミノ］ベンゼン（ＨＣ青２）、１－
アミノ－３－メチル－４－［（２－ヒドロキシエチル）アミノ］－６－ニトロベンゼン（
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ＨＣ紫１）、４－［エチル－（２－ヒドロキシエチル）アミノ］－１－［（２－ヒドロキ
シエチル）アミノ］－２－ニトロベンゼン塩酸塩（ＨＣ青１２）、１－［（２，３－ジヒ
ドロキシプロピル）アミノ］－４－［メチル－（２－ヒドロキシエチル）アミノ］－２－
ニトロベンゼン（ＨＣ青１０）、１－［（２，３－ジヒドロキシプロピル）アミノ］－４
－［エチル－（２－ヒドロキシエチル）アミノ］－２－ニトロベンゼン塩酸塩（ＨＣ青９
）、１－（３－ヒドロキシプロピルアミノ）－４－［ジ－（２－ヒドロキシエチル）アミ
ノ］－２－ニトロベンゼン（ＨＣ紫２）、１－アミノ－４－［（２－ヒドロキシエチル）
アミノ］－２－ニトロベンゼン（ＨＣ赤７）、２－アミノ－４，６－ジニトロフェノール
、１，４－ジアミノ－２－ニトロベンゼン（ＣＩ７６０７０）、４－アミノ－２－ニトロ
ジフェニルアミン（ＨＣ赤１）、１－アミノ－４－［ジ－（２－ヒドロキシエチル）アミ
ノ］－２－ニトロベンゼン塩酸塩（ＨＣ赤１３）、１－アミノ－５－クロロ－４－［（２
－ヒドロキシエチル）アミノ］－２－ニトロベンゼン、４－アミノ－１－［（２－ヒドロ
キシエチル）アミノ］－２－ニトロベンゼン（ＨＣ赤３）、４－アミノ－２－ニトロ－１
－（（プロパ－２－エン－１－イル）アミノ）ベンゼン、４－アミノ－３－ニトロフェノ
ール、４－［（２－ヒドロキシエチル）アミノ］－３－ニトロフェノール、４－［（２－
ニトロフェニル）アミノ］フェノール（ＨＣ橙１）、１－［（２－アミノエチル）アミノ
］－４－（２－ヒドロキシエトキシ）－２－ニトロベンゼン（ＨＣ橙２）、４－（２，３
－ジヒドロキシプロポキシ）－１－［（２－ヒドロキシエチル）アミノ］－２－ニトロベ
ンゼン（ＨＣ橙３）、１－アミノ－５－クロロ－４－［（２，３－ジヒドロキシプロピル
）アミノ］－２－ニトロベンゼン（ＨＣ赤１０）、５－クロロ－１，４－［ジ－（２，３
－ジヒドロキシプロピル）アミノ］－２－ニトロベンゼン（ＨＣ赤１１）、２－［（２－
ヒドロキシエチル）アミノ］－４，６－ジニトロフェノール、４－エチルアミノ－３－ニ
トロ安息香酸、２－［（４－アミノ－２－ニトロフェニル）アミノ］安息香酸、２－クロ
ロ－６－エチルアミノ－４－ニトロフェノール、２－アミノ－６－クロロ－４－ニトロフ
ェノール、４－［（３－ヒドロキシプロピル）アミノ］－３－ニトロフェノール、２，５
－ジアミノ－６－ニトロピリジン、３－アミノ－６－（メチルアミノ）－２－ニトロピリ
ジン、１，２，３，４－テトラヒドロ－６－ニトロキノキサリン、７－アミノ－３，４－
ジヒドロ－６－ニトロ－２Ｈ－１，４－ベンゾオキサジン（ＨＣ赤１４）、１，２－ジア
ミノ－４－ニトロベンゼン（ＣＩ７６０２０）、１－アミノ－２－［（２－ヒドロキシエ
チル）アミノ］－５－ニトロベンゼン（ＨＣ黄５）、１－（２－ヒドロキシエトキシ）－
２－［（２－ヒドロキシエチル）アミノ］－５－ニトロベンゼン（ＨＣ黄４）、１－［（
２－ヒドロキシエチル）アミノ］－２－ニトロベンゼン（ＨＣ黄２）、２－［（２－ヒド
ロキシエチル）アミノ］－１－メトキシ－５－ニトロベンゼン、２－アミノ－３－ニトロ
フェノール、１－アミノ－２－メチル－６－ニトロベンゼン、１－（２－ヒドロキシエト
キシ）－３－メチルアミノ－４－ニトロベンゼン、２，３－（ジヒドロキシプロポキシ）
－３－メチルアミノ－４－ニトロベンゼン、２－［（２－ヒドロキシエチル）アミノ］－
５－ニトロフェノール（ＨＣ黄１１）、３－［（２－アミノエチル）アミノ］－１－メト
キシ－４－ニトロベンゼン塩酸塩（ＨＣ黄９）、１－［（２－ウレイドエチル）アミノ］
－４－ニトロベンゼン、４－［（２，３－ジヒドロキシプロピル）アミノ］－３－ニトロ
－１－トリフルオロメチルベンゼン（ＨＣ黄６）、１－クロロ－２，４－ビス－［（２－
ヒドロキシエチル）アミノ］－５－ニトロベンゼン（ＨＣ黄１０）、４－［（２－ヒドロ
キシエチル）アミノ］－３－ニトロ－１－メチルベンゼン、１－クロロ－４－［（２－ヒ
ドロキシエチル）アミノ］－３－ニトロベンゼン（ＨＣ黄１２）、４－［（２－ヒドロキ
シエチル）アミノ］－３－ニトロ－１－トリフルオロメチルベンゼン（ＨＣ黄１３）、４
－［（２－ヒドロキシエチル）アミノ］－３－ニトロベンゾニトリル（ＨＣ黄１４）、４
－［（２－ヒドロキシエチル）アミノ］－３－ニトロベンズアミド（ＨＣ黄１５）、及び
２，４－ジニトロ－１－ヒドロキシナフタレンが挙げられる。
【００４１】
　本明細書で有用な他の非イオン性直接染料としては、例えば１，４－ジ－［（２，３－
ジヒドロキシプロピル）アミノ］－９，１０－アントラキノン、１，４－ジ－［（２－ヒ
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ドロキシエチル）アミノ］－９，１０－アントラキノン（ＣＩ６１５４５、ディスパース
ブルー２３）、１－アミノ－４－ヒドロキシ－９，１０－アントラキノン（ＣＩ６０７１
０、ディスパースレッド１５）、１－ヒドロキシ－４－［（４－メチル－２－スルホフェ
ニル）アミノ］－９，１０－アントラキノン、７－β－Ｄ－グルコピラノシル－９，１０
－ジヒドロ－１－メチル－９，１０－ジオキソ－３，５，６，８－テトラヒドロキシ－２
－アントラセンカルボン酸（ＣＩ７５４７０、ナチュラルレッド４）、１－［（３－アミ
ノプロピル）アミノ］－９，１０－アントラキノン（ＨＣ赤８）、１，４－ジアミノ－９
，１０－アントラキノン（ＣＩ６１１００、ディスパースバイオレット１）、１－アミノ
－４－（メチルアミノ）－９，１０－アントラキノン（ＣＩ６１１０５、ディスパースバ
イオレット４、ソルベントバイオレット１２）、Ｎ－（６－（（３－クロロ－４－（メチ
ルアミノ）フェニル）イミノ）－４－メチル－３－オキソ－１，４－シクロヘキサジエン
－１－イル）尿素（ＨＣ赤９）、２－（（４－（ジ－（２－ヒドロキシエチル）アミノ）
フェニル）アミノ）－５－（（２－ヒドロキシエチル）アミノ）－２，５－シクロヘキサ
ジエン－１，４－ジオン（ＨＣ緑１）、２－ヒドロキシ－１，４－ナフトキノン（ＣＩ７
５４８０、ナチュラルオレンジ６）、１，２－ジヒドロ－２－（１，３－ジヒドロ－３－
オキソ－２Ｈ－インドール－２－イリデン）－３Ｈ－インドール－３－オン（ＣＩ７３０
００）、１，３－ビス－（ジシアノメチリデン）インダン、１－［ジ－（２－ヒドロキシ
エチル）アミノ］－３－メチル－４－［（４－ニトロフェニル）アゾ］ベンゼン（ＣＩ１
１２１０、ディスパースレッド１７）、１－［ジ－（２－ヒドロキシエチル）アミノ］－
４－［（４－ニトロフェニル）アゾ］ベンゼン（ディスパースブラック９）、４－［（４
－アミノフェニル）アゾ］－１－［ジ－（２－ヒドロキシエチル）アミノ］－３－メチル
ベンゼン（ＨＣ黄７）、２，６－ジアミノ－３－［（ピリジン－３－イル）アゾ］ピリジ
ン及び２－（（４－（エチル－（２－ヒドロキシエチル）アミノ）－２－メチルフェニル
）アゾ）－５－ニトロ－１，３－チアゾール（ＣＩ１１１９３５；ディスパースブルー１
０６）が挙げられる。
【００４２】
　本明細書で有用なカチオン性塩基性色素としては、例えばジ－［４－（ジエチルアミノ
）フェニル］［４－（エチルアミノ）ナフチル］カルベニウム塩化物（ＣＩ４２５９５；
ベーシックブルー７）、ジ－［４－（ジメチルアミノ）フェニル］［４－（フェニルアミ
ノ）ナフチル］カルベニウム塩化物（ＣＩ４４０４５；ベーシックブルー２６）、ベーシ
ックブルー７７、８－アミノ－２－ブロモ－５－ヒドロキシ－４－イミノ－６－［（３－
（トリメチルアンモニオ）フェニル）アミノ］－１（４Ｈ）－ナフタレノン塩化物（ＣＩ
５６０５９；ベーシックブルー９９）、トリ－（４－アミノ－３－メチルフェニル）カル
ベニウム塩化物（ＣＩ４２５２０；ベーシックバイオレット２）、ジ－（４－アミノフェ
ニル）（４－アミノ－３－メチルフェニル）カルベニウム塩化物（ＣＩ４２５１０；ベー
シックバイオレット１４）、１－［（４－アミノフェニル）アゾ］－７－（トリメチルア
ンモニオ）－２－ナフトール塩化物（ＣＩ１２２５０；ベーシックブラウン１６）、３－
［（４－アミノ－２，５－ジメトキシフェニル）アゾ］－Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメチルベンゾ
アミニウム（trimethylbenzolaminium）塩化物（ＣＩ１１２６０５、ベーシックオレンジ
６９）、１－［（４－アミノ－２－ニトロフェニル）アゾ］－７－（トリメチルアンモニ
オ）－２－ナフトール塩化物（ベーシックブラウン１７）、２－（（４－アミノフェニル
）アゾ）－１，３－ジメチル－１Ｈ－イミダゾール－３－イウム塩化物（ベーシックオレ
ンジ３１）、３，７－ジアミノ－２，８－ジメチル－５－フェナジニウム塩化物（ＣＩ５
０２４０；ベーシックレッド２）、１，４－ジメチル－５－［（４－（ジメチルアミノ）
フェニル）アゾ］－１，２，４－トリアゾリウム塩化物（ＣＩ１１０５５；ベーシックレ
ッド２２）、１，３－ジメチル－２－（（４－ジメチルアミノ）フェニル）アゾ－１Ｈ－
イミダゾール－３－イウム塩化物（ベーシックレッド５１）、２－ヒドロキシ－１－［（
２－メトキシフェニル）アゾ］－７－（トリメチルアンモニオ）ナフタレン塩化物（ＣＩ
１２２４５；ベーシックレッド７６）、３－メチル－１－フェニル－４－［（３－（トリ
メチルアンモニオ）フェニル）アゾ］ピラゾール－５－オンクロライド（ＣＩ１２７１９
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；ベーシックイエロー５７）、及び１－メチル－４－（（メチルフェニルヒドラゾノ）メ
チル）ピリジニウムメチル硫酸塩（ベーシックイエロー８７）が挙げられる。
【００４３】
　本明細書で有用な他のカチオン性直接染料としては、例えばベンゼンアミン、４－［（
２，６－ジクロロフェニル）（４－イミノ－３，５－ジメチル－２，５－シクロヘキサジ
エン－１－イリデン）メチル］－２，６－ジメチル－，リン酸塩（ＨＣ青１５）、１－（
２－モルホリニウムプロピルアミノ）－４－ヒドロキシ－９，１０－アントラキノンメチ
ル硫酸塩、及び１－［（３－（ジメチルプロピルアミニウム）プロピル）アミノ］－４－
（メチルアミノ）－９，１０－アントラキノン塩化物が挙げられる。
【００４４】
　本明細書で有用なアニオン性直接染料としては、例えば二ナトリウムビス［４－（Ｎ－
エチル－Ｎ－３－スルホナトフェニルメチル）アミノフェニル］フェニルメチリウム（Ｉ
ＮＣＩ名：アシッドブルー９）、ベンゼンスルホン酸、２－［（９，１０－ジヒドロ－４
－ヒドロキシ－９，１０－ジオキソ－１－アントラセニル）アミノ］－５－メチル－，一
ナトリウム塩（ＩＮＣＩ名：Ｅｘｔ．バイオレット２）、ｐ－（（２－ヒドロキシ－１－
ナフチル）アゾ）ベンゼンスルホン酸ナトリウム塩（ＩＮＣＩ名：オレンジ４）、２，２
’－（１，４－アントラキノニレンジイミノ）ビス（５－メチルベンゼンスルホン酸）二
ナトリウム塩（ＩＮＣＩ名：アシッドグリーン２５）、酸性２－（２－キノリル（quinol
eyl））１，３－インダンジオンモノ，ジ，トリスルホニク（trisulfoniques），ナトリ
ウム塩（ＩＮＣＩ名：黄１０）、５－アミノ－４－ヒドロキシ－３０（フェニルアゾ－２
，７－ナフタレンスルホン酸，二ナトリウム塩（ＩＮＣＩ名：アシッドレッド３３）が挙
げられる。
【００４５】
　水性キャリア
　本発明のコンディショニング組成物は水性キャリアを含む。このキャリアの濃度と種類
は、他の成分との親和性及び製品の他の所望の特性により選択される。一般的に、本発明
の組成物は、水を約２０％～約９９％、好ましくは約３０％～約９５％、より好ましくは
約８０％～約９５％含む。
【００４６】
　本発明で有用なキャリアには、水、並びに低級アルキルアルコール及び多価アルコール
の水溶液が挙げられる。本明細書で有用な低級アルキルアルコールは、炭素数１～６の一
価アルコール、より好ましくはエタノール及びイソプロパノールである。本明細書で有用
な多価アルコールには、プロピレングリコール、ヘキシレングリコール、グリセリン、及
びプロパンジオールが挙げられる。
【００４７】
　好ましくは、水性キャリアは実質的に水である。好ましくは脱イオン水が使用される。
ミネラルカチオンを包含する天然源からの水も、製品の所望の特性に応じて使用すること
ができる。
【００４８】
　ゲルマトリックス
　好ましくは、上記カチオン性界面活性剤は、高融点脂肪族化合物及び水性キャリアと共
に、本発明の組成物中でゲルマトリックスを形成する。
【００４９】
　ゲルマトリックスは、様々なコンディショニング効果、例えば、濡れた毛髪へ塗布して
いるときの滑る感触、並びに乾いた毛髪での柔らかさ及びしっとり感をもたらすのに適し
ている。上記ゲルマトリツクスを提供する観点から、カチオン性界面活性剤と高融点脂肪
族化合物は、カチオン性界面活性剤対高融点脂肪族化合物の重量比が好ましくは約１：１
～約１：１０、より好ましくは約１：１～約１：６、より好ましくは約１：１～約１：４
の範囲であるような濃度で含有させる。
【００５０】
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　シリコーン化合物
　好ましくは、本発明の組成物はシリコーン化合物を含有する。シリコーン化合物は、乾
燥した毛髪に滑らかさ及び柔らかさを提供することができると考えられる。シリコーン化
合物は、本明細書では好ましくは組成物の約０．１重量％～約２０重量％、より好ましく
は約０．１５重量％～約１０重量％、更により好ましくは約０．２重量％～約８重量％ま
での濃度で使用することができる。
【００５１】
　本明細書で有用なシリコーン化合物は、単一化合物として、少なくとも２種のシリコー
ン化合物のブレンド又は混合物として、又は少なくとも１種のシリコーン化合物と少なく
とも１種の溶媒のブレンド又は混合物として、好ましくは２５℃において約１，０００～
約２，０００，０００ｍＰａ・ｓの粘度を有する。
【００５２】
　粘度は、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｅ試験方法ＣＴＭ０００４、１９
７０年７月２０日に記載されるガラスキャピラリー粘度計によって測定できる。好適なシ
リコーン流体には、ポリアルキルシロキサン、ポリアリールシロキサン、ポリアルキルア
リールシロキサン、ポリエーテルシロキサンコポリマー、アミノ置換シリコーン、四級化
シリコーン及びこれらの混合物が挙げられる。コンディショニング特性を有する他の不揮
発性シリコーン化合物も使用することができる。
【００５３】
　好ましくは、シリコーン化合物は、組成物中にて、約１マイクロメートル～約５０マイ
クロメートルの平均粒径を有する。
【００５４】
　好ましくは、本明細書で有用なシリコーン化合物は、アミノ置換物質を含む。好ましい
アミノシリコーンには、例えば、次の一般式（ＩＩＩ）に従うものが挙げられる：
　（Ｒ1）aＧ3-a－Ｓｉ－（－ＯＳｉＧ2）n－（－ＯＳｉＧb（Ｒ1）2-b）m－Ｏ－ＳｉＧ3

-a（Ｒ1）a

　式中、Ｇは水素、フェニル、ヒドロキシ、又はＣ1～Ｃ8アルキル、好ましくはメチルで
あり、ａは１～３の値を有する整数、好ましくは１であり、ｂは０、１又は２、好ましく
は１であり、ｎは１～２，０００の数、好ましくは１００～２，０００の数、より好まし
くは３００～１，８００の数であり、ｍは０～１，９９９、好ましくは０～１０、より好
ましくは０の整数であり、Ｒ1は一般式ＣｑＨ2qＬと一致する一価のラジカルであり、こ
こでｑは２～８の値を有する整数であり、Ｌは以下の基：－Ｎ（Ｒ2）ＣＨ2－ＣＨ2－Ｎ
（Ｒ2）2、－Ｎ（Ｒ2）2、－Ｎ（Ｒ2）3Ａ

-、－Ｎ（Ｒ2）ＣＨ2－ＣＨ2－ＮＲ2Ｈ2Ａ
-か

ら選択され、ここでＲ2は水素、フェニル、ベンジル、又は飽和炭化水素ラジカル、好ま
しくは約Ｃ1～約Ｃ20のアルキルラジカルであり、Ａ-はハロゲン化物イオンである。
【００５５】
　１つの非常に好ましいアミノシリコーンは、式中、ｍ＝０、ａ＝１、ｑ＝３、Ｇ＝メチ
ルであり、ｎは好ましくは約１５００～約１７００、より好ましくは１６００であり、Ｌ
は－Ｎ（ＣＨ3）2又は－ＮＨ2、より好ましくは－ＮＨ2である、式（ＩＩＩ）に対応する
ものである。他の非常に好ましいアミノシリコーンは、式中、ｍ＝０、ａ＝１、ｑ＝３、
Ｇ＝メチルであり、ｎは好ましくは約４００～約６００、より好ましくは約５００であり
、Ｌは－Ｎ（ＣＨ3）2又は－ＮＨ2、より好ましくは－ＮＨ2である、式（ＩＩＩ）に対応
するものである。このようなきわめて好ましいアミノシリコーンは、末端アミノシリコー
ンと呼ばれるが、これはシリコーン鎖の一端又は両端が、窒素含有基によって末端処理さ
れているためである。このような末端アミノシリコーンは、グラフトアミノシリコーン及
びアミノ置換を全く有さないシリコーンなどの他のシリコーンに比べて、コンディショニ
ング効果と清潔感との間の均衡の取れた効果を提供することができると考えられる。
【００５６】
　上述のアミノシリコーンを組成物中に組み込む場合、低粘度を有する溶媒と混合するこ
とができる。このような溶媒には、例えば、極性若しくは非極性、揮発性若しくは不揮発
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性油が挙げられる。このような油には、例えば、シリコーン油、炭化水素、及びエステル
が挙げられる。このような各種溶媒のうち、好ましいものは、非極性、揮発性炭化水素、
揮発性環状シリコーン、不揮発性線状シリコーン及びこれらの混合物からなる群から選択
されるものである。本明細書で有用な、不揮発性線状シリコーンは、２５℃において約０
．０００００１～約０．０２ｍ2／秒（約１～約２０，０００センチストークス）、好ま
しくは約０．００００２～約０．０１ｍ2／秒（約２０～約１０，０００センチストーク
ス）の粘度を有するものである。好ましい溶媒のうち、きわめて好ましいのは、アミノシ
リコーンの粘度を低下させ、乾いた毛髪の低減された摩擦のような改善されたヘアコンデ
ィショニング効果を提供する点で、非極性で揮発性の炭化水素、特に非極性で揮発性のイ
ソパラフィンである。このような混合物の粘度は、好ましくは約１，０００ｍＰａ・ｓ～
約１００，０００ｍＰａ・ｓ、より好ましくは約５，０００ｍＰａ・ｓ～約５０，０００
ｍＰａ・ｓである。
【００５７】
　本明細書で有用な他のシリコーン化合物には、次の構造を有するポリアルキル又はポリ
アリールシロキサンが挙げられる。
【００５８】
【化３】

　式中、Ｒ93はアルキル又はアリールであり、ｐは約７～約８，０００の整数である。Ｚ
8は、シリコーン鎖の末端を封鎖する基を表す。シロキサン鎖上で置換されるアルキル若
しくはアリール基（Ｒ93）又はシロキサン鎖の末端に置換されるアルキル若しくはアリー
ル基Ｚ8は、得られるシリコーンが室温で流体のままであり、分散性があり、毛髪に塗布
されたときに刺激性がなく、毒性やその他の害もなく、組成物の他の構成成分と相溶性が
あり、通常の使用及び保管条件下で化学的に安定であり、毛髪に付着することができ、毛
髪の状態を整える限り、いかなる構造をも有することができる。好適なＺ8基としては、
ヒドロキシ、メチル、メトキシ、エトキシ、プロポキシ、及びアリールオキシが挙げられ
る。ケイ素原子上の２つのＲ93基は、同一の基又は異なる基を表してもよい。好ましくは
、２つのＲ93基は同一の基を表す。好適なＲ93基としては、メチル、エチル、プロピル、
フェニル、メチルフェニル及びフェニルメチルが挙げられる。好ましいシリコーン化合物
は、ポリジメチルシロキサン、ポリジエチルシロキサン、及びポリメチルフェニルシロキ
サンである。ジメチコンとしても知られるポリジメチルシロキサンが、特に好ましい。使
用され得るポリアルキルシロキサンとしては、例えば、ポリジメチルシロキサンが挙げら
れる。これらのシリコーン化合物は、例えばＧｅｎｅｒａｌ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃ　Ｃｏｍ
ｐａｎｙのＶｉｓｃａｓｉｌ（登録商標）及びＴＳＦ　４５１シリーズ、並びにＤｏｗ　
ＣｏｒｎｉｎｇのＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　ＳＨ２００シリーズから利用できる。
【００５９】
　上記ポリアルキルシロキサンは、例えば、低い粘度を有するシリコーン化合物との混合
物として入手可能である。このような混合物の粘度は、好ましくは約１，０００ｍＰａ・
ｓ～約１００，０００ｍＰａ・ｓ、より好ましくは約５，０００ｍＰａ・ｓ～約５０，０
００ｍＰａ・ｓである。このような混合物は好ましくは（ｉ）２５℃において約１００，
０００ｍＰａ・ｓ～約３０，０００，０００ｍＰａ・ｓの粘度、好ましくは約１００，０
００ｍＰａ・ｓ～約２０，０００，０００ｍＰａ・ｓの粘度を有する第１シリコーンと、
（ｉｉ）２５℃において約５ｍＰａ・ｓ～約１０，０００ｍＰａ・ｓの粘度、好ましくは
約５ｍＰａ・ｓ～約５，０００ｍＰａ・ｓの粘度を有する第２シリコーンと、を含む。本
明細書において有用なかかる混合物としては、例えば、粘度が１８，０００，０００ｍＰ
ａ・ｓのジメチコンと粘度が２００ｍＰａ・ｓのジメチコンとのブレンドであって、ＧＥ
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　Ｔｏｓｈｉｂａから入手可能なもの、並びに粘度が１８，０００，０００ｍＰａ・ｓの
ジメチコンとＧＥ　Ｔｏｓｈｉｂａから入手可能なシクロペンタシロキサンとのブレンド
である。
【００６０】
　本明細書で有用な他のシリコーン化合物には、更にシリコーンゴムも挙げられる。用語
「シリコーンゴム」は、本明細書で使用するとき、２５℃において１ｍ2／秒（１，００
０，０００センチストークス）以上の粘度を有するポリオルガノシロキサン材料を意味す
る。本明細書に記載のシリコーンゴムはまた、上に開示したシリコーン化合物と一部重複
する部分も有り得るとみなされる。この重複は、これらの物質のいずれにおいても限定を
意図しない。「シリコーンゴム」は、典型的に約２００，０００を超え、一般的に約２０
０，０００～約１，０００，０００の質量分子量を有する。具体例としては、ポリジメチ
ルシロキサン、ポリ（ジメチルシロキサンメチルビニルシロキサン）コポリマー、ポリ（
ジメチルシロキサンジフェニルシロキサンメチルビニルシロキサン）コポリマー、及びこ
れらの混合物が挙げられる。シリコーンゴムは、例えば、低い粘度を有するシリコーン化
合物との混合物として入手可能である。本明細書で有用なそのような混合物としては、例
えば、Ｓｈｉｎ－Ｅｔｓｕから入手可能なゴム／シクロメチコンブレンドが挙げられる。
【００６１】
　シリコーン化合物は更にエマルションの形態で本発明の組成物に組み入れてもよく、こ
の場合、エマルションは、機械的混合によって又はエマルション重合による合成段階で、
アニオン性界面活性剤、非イオン性界面活性剤、カチオン性界面活性剤、及びこれらの混
合物から選択された界面活性剤の助力を借りて又は助力無しで製造される。
【００６２】
　長持ちするコンディショニング並びに耐久性のある／長続きする色保護の効果を提供す
るためには、多様なシリコーン化合物の中でも、グラフトアミノシリコーンとシリコーン
樹脂との組み合わせがまた好ましい。かかる長持ちするコンディショニング及び耐久性の
ある／長続きする色保護の効果とは、例えば、以下の、毛髪を染めた後に良好な手触りを
長期間維持すること、染めた毛髪の色褪せを防ぐこと、又は毛髪を次に染めるまで色落ち
を最小限に抑える／色落ちのペースを落とすこと、のうちの少なくとも１つである。この
ような、グラフトアミノシリコーンとシリコーン樹脂との組み合わせは、好ましくは上記
の式（ＩＩＩ）のアミノシリコーンと組み合わせて使用され得る。このようなグラフトア
ミノシリコーンとシリコーン樹脂とは、以下に詳細に記載される。
【００６３】
　（ｉ）グラフトアミノシリコーン
　グラフトアミノシリコーンは、組成物の約０．２５重量％～約１５重量％、より好まし
くは約０．５重量％～約１０重量％、更により好ましくは約１重量％～約７重量％の濃度
で組成物に含めることができる。
【００６４】
　本明細書で有用なアミノシリコーンとしては、限定するものではないが以下の構造のシ
リコーンが挙げられる：
【００６５】
【化４】
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　式中、
　（ｎ＋ｍ）の合計は約２～約２０００、好ましくは約１５０～約２０００、より好まし
くは約２５０～約１２００、更により好ましくは約３００～約８００の範囲であり、
　ｎは約１～約１９９９の範囲の数であり、ｍは約１～約１９９９の範囲の数であり、ｎ
及びｍは、ｍ：ｎ比が約１：１０００～約１：１０、好ましくは約１：１０００～約１：
２５、より好ましくは約１：８００～約１：５０、更により好ましくは約１：５００～約
１：５０、更により一層好ましくは約１：４００～約１：１００であるように選択され、
　同一であっても、又は異なっていてもよいＲ14、Ｒ15、Ｒ16は水酸ラジカル、Ｃ１～Ｃ
４アルコキシラジカル及びメチルであり、好ましくはＲ14及びＲ15は水酸ラジカルであり
、及び／又は、Ｃ１～Ｃ４アルコキシラジカルであり、かつＲ16はメチルであり、
　Ａは直鎖及び分枝鎖のＣ３～Ｃ８アルケニルラジカルから選択され、
　Ｒ17はＨ、フェニル、直鎖又は分枝鎖のＣ１～Ｃ４アルキルラジカル、ベンジルあるい
は好ましくは直鎖又は分枝鎖の（Ｃ２～Ｃ８）ＮＨ2から選択され、
　ＧはＨ、フェニル、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ８アルキル、好ましくはメチル、から選択
される。
【００６６】
　これらのアミノシリコーンは、ランダム型であっても、ブロック型であってもよい。
【００６７】
　本発明の好適なアミノシリコーンとしては、アミン官能基で有機変性されたシリコーン
、例えば、商標名ＡＤＭ１１００及びＡＤＭ１６００としてＷａｃｋｅｒ　Ｓｉｌｉｃｏ
ｎｅｓから、ＡＰ６０８７、ＤＣ２－８２１１、ＤＣ８８２２、ＤＣ８８２２Ａ、ＤＣ８
８０３、ＤＣ２－８０４０、ＤＣ２－８８１３、ＤＣ２－８６３０、及びＤＣ８５６６と
してＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから、ＫＦ－８６２、ＫＦ－８６
１、ＫＦ－８６２Ｓ、ＫＦ－８００５、ＫＦ－８００４、ＫＦ－８６７Ｓ、ＫＦ－８７３
、及びＸ－５２－２３２８としてＳｈｉｎ－Ｅｔｓｕ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから、並
びにＴＳＦ　４７０２、ＴＳＦ　４７０３、ＴＳＦ　４７０４、ＴＳＦ　４７０５、ＴＳ
Ｆ　４７０７、ＴＳ　Ｆ４７０８、ＴＳＦ　４７０９、Ｆ４２－Ｂ３１１５、ＳＦ　１７
０８、ＳＦ　１９２３、ＳＦ　１９２１、ＳＦ　１９２５、ＯＦ　ＴＰ　ＡＣ３３０９、
ＯＦ　７７４７、ＯＦ－ＮＨ　ＴＰ　ＡＩ３６３１、ＯＦ－ＮＨ　ＴＰ　ＡＩ３６８３と
してＧＥ　Ｂａｙｅｒ　Ｓｉｌｉｃｏｎｅｓから市販されているものが挙げられるが、こ
れらに限定されない。
【００６８】
　本発明のきわめて好ましいアミノシリコーンは、コンディショニング効果の観点からは
約４，０００ｍＰａ・ｓ超の粘度を有し、混入処理及び展延性に都合がよいという観点か
らは最大で約１００，０００ｍＰａ・ｓの粘度を有する、アミン官能基で有機変性された
シリコーンであって、商標名ＡＤＭ１１００としてＷａｃｋｅｒ　Ｓｉｌｉｃｏｎｅｓか
ら、ＡＰ６０８７、ＤＣ８８０３としてＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏ
ｎから、並びにＴＳＦ　４７０７としてＧＥ　Ｂａｙｅｒ　Ｓｉｌｉｃｏｎｅｓから市販
されている流体が挙げられるが、これらに限定されない。
【００６９】
　（ｉｉ）シリコーン樹脂
　理論に束縛されるものではないが、シリコーン樹脂は、アミノシリコーン流体中で三次
元ネットワーク構造を形成して粘弾性を生じさせ、それによって流体の接着特性が増強さ
れ、それ故に繊維性基材上での耐久性を改善すると考えられる。好ましくは、シリコーン
樹脂は非水溶性である。繊維処理組成物がエマルションである場合、アミノシリコーンと
シリコーン樹脂の混合物は、乳化された液滴の形態でエマルション中に分散してもよい。
【００７０】
　好ましくは、本発明によるオルガノシロキサン樹脂は約２５℃で固体である。理論に束
縛されるものではないが、固体シリコーン樹脂はアミノシリコーン中で超微細な分散体を
形成することができ、これは、流体シリコーン樹脂を用いたときのシリコーン樹脂自体、
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アミノシリコーン自体、及びアミノシリコーンとの混合流体のいずれとも異なる反応を示
すと考えられる。
【００７１】
　好ましくは、本発明に従うオルガノシロキサン樹脂の分子量範囲は、約５００～約５０
，０００グラム／モル、より好ましくは約７５０～約２５，０００グラム／モル、更によ
り好ましくは約１，０００～約１０，０００グラム／モルである。理論に束縛されるもの
ではないが、より小さな又はより大きな分子量のシリコーン樹脂は、アミノシリコーンと
低い相乗作用をもたらす傾向を有すると考えられる。
【００７２】
　シリコーン樹脂は、組成物の、約０．０００１重量％～約１０重量％、好ましくは約０
．００１重量％～約５重量％、より好ましくは約０．００２重量％～約３重量％、更によ
り好ましくは約０．００３重量％～約１重量％の濃度で組成物に含めることができる。シ
リコーン樹脂対アミノシリコーン重量比が約１：５００～約１：３０００、より好ましく
は約１：８００～約１：２０００、更により好ましくは約１：８００～約１：１５００の
範囲内であるように、シリコーン樹脂を含有することが好ましい。更に低濃度のシリコー
ン樹脂は、アミノシリコーンと低い相乗効果をもたらすが、より高濃度のシリコーン樹脂
は、不十分な手触りをもたらす傾向があると考えられる。
【００７３】
　本明細書で有用なオルガノシロキサン樹脂は、Ｒ3ＳｉＯ1/2「Ｍ」単位と、Ｒ2ＳｉＯ
「Ｄ」単位と、ＲｓｉＯ3/2「Ｔ」単位と、ＳｉＯ2「Ｑ」単位とを、関係式ＲnＳｉＯ(4-

n)/2（式中、ｎは１．０～１．５０の値であり、Ｒはメチル基である。）を満足させる相
対比で組み合わせたものである。更に、シラノール又はアルコキシ官能基が樹脂構造中に
存在してもよい。
【００７４】
　より好ましくは、オルガノシロキサン樹脂は、反復する一官能性Ｒ3ＳｉＯ1/2「Ｍ」単
位と四官能性ＳｉＯ2「Ｑ］単位とを含むものであって、「ＭＱ」樹脂としても既知であ
る。この場合、「Ｍ」官能性単位と「Ｑ」官能性単位との比は、有利には最小０．７であ
って、ｎの値は１．２である。このようなオルガノシロキサン樹脂は、ＧＥ　Ｂａｙｅｒ
　ＳｉｌｉｃｏｎｅｓからＳＲ１０００として及びＷａｃｋｅｒ　Ｓｉｌｉｃｏｎｅｓか
らＷａｃｋｅｒ　８０３として市販されている。
【００７５】
　追加成分
　本発明の組成物は、他の追加成分を包含してもよく、それは最終的な製品の所望の特性
に照らして当業者により選択されてもよく、またそれは組成物をより美容的又は審美的に
許容可能なものにするかあるいは付加的な使用効果を組成物に提供するのに好適なもので
ある。このような他の追加成分は、一般に、組成物の約０．００１重量％～約１０重量％
、好ましくは約５重量％までの濃度で個々に使用される。
【００７６】
　他の多種多様な追加成分が本組成物に配合可能である。例えば他の多種多様な追加成分
としては、ポリクアテルニウム－１０及びカチオン性グアーガムなどのカチオン性セルロ
ースが挙げられるカチオン性コンディショニングポリマー、例えばオレイルアルコールな
どの不飽和脂肪族アルコール及びペンタエリスリトールエステル油などのエステル油が挙
げられる、２５℃未満の融点を有する低融点油、ポリエチレングリコール、例えばＨｏｒ
ｍｅｌから入手可能な商標名Ｐｅｐｔｅｉｎ　２０００の加水分解コラーゲン、Ｅｉｓａ
ｉから入手可能な商標名Ｅｍｉｘ－ｄのビタミンＥ、Ｒｏｃｈｅから入手可能なパンテノ
ール、Ｒｏｃｈｅから入手可能なパンテニルエチルエーテル、加水分解ケラチン、タンパ
ク質、植物抽出物、及び栄養源などの、その他のコンディショニング剤、ベンジルアルコ
ール、メチルパラベン、プロピルパラベン及びフェノキシエタノールなどの保存料、クエ
ン酸、クエン酸ナトリウム、コハク酸、リン酸、水酸化ナトリウム、炭酸ナトリウムなど
のｐＨ調整剤、一般に酢酸カリウム及び塩化ナトリウムなどの塩、香料、エチレンジアミ
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ン四酢酸及びその塩などの金属イオン封鎖剤、オクチルサリチル塩、オクチルメトキシケ
イ皮酸塩、ベンゾフェノン－３及びベンゾフェノン－４などの紫外線及び赤外線スクリー
ニング剤及び吸収剤、が挙げられる。
【００７７】
　製品形態
　本発明のコンディショニング組成物は、リンスオフ製品又はリーブオン製品の形態であ
ることができ、これらに制限されないが、クリーム、ジェル、エマルション、ムース及び
スプレーを包含する多種多様な製品形態で配合されることができる。
【００７８】
　本発明のコンディショニング組成物は、リンスオフヘアーコンディショナーに特に好適
である。このような組成物は、好ましくは下記の工程で使用する。
　（ｉ）毛髪をシャンプーした後、毛髪をコンディショニングするための有効量のコンデ
ィショニング組成物を毛髪に塗布する工程；及び
　（ｉｉ）その後、毛髪をすすぐ工程。
【実施例】
【００７９】
　以下の実施例は、本発明の範囲内にある実施形態を更に説明し、かつ、実証する。これ
ら実施例は、例示目的のためにのみ提供され、しかも、本発明の趣旨及び範囲から逸脱す
ることなく、それらの多くの変更が可能であることから、本発明を限定するものとして解
釈されるべきではない。成分は、適用できる場合は、化学名又はＣＴＦＡ名称で識別され
、そうでない場合には以下で定義される。なお、実施例４、５、ｉ及びｉｉは参考例であ
る。
【００８０】
【表１】

【００８１】
　構成成分の定義
　*１ポリクアテルニウム－１０：Ａｍｅｒｃｈｏｌから入手可能なポリマーＪＲ３０Ｍ
　*２アミノシリコーン－１：ＧＥから入手可能な、１０，０００ｍＰａ・ｓの粘度を有
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し、以下の式（ＩＩＩ）を有する、末端アミノシリコーン：
　（Ｒ1）aＧ3-a－Ｓｉ－（－ＯＳｉＧ2）n－Ｏ－ＳｉＧ3-a（Ｒ1）a　　（ＩＩＩ）
　式中、Ｇはメチルであり、ａは整数１であり、ｎは約４００～約６００の数であり、Ｒ

1は一般式ＣｑＨ2qＬに一致する一価のラジカルであり、式中、ｑは３の整数であり、Ｌ
は－ＮＨ2である
　*３ジメチコーンブレンド：ＧＥ　Ｔｏｓｈｉｂａから入手可能な、１８，０００，０
００ｍＰａ・ｓの粘度を有するジメチコーンと、２００ｍＰａ・ｓの粘度を有するジメチ
コーンとのブレンド
　*４ジメチコーン／シクロメチコン：ＧＥ　Ｔｏｓｈｉｂａから入手可能な、１８，０
００，０００ｍＰａ・ｓの粘度を有するジメチコーンと、シクロペンタシロキサンとのブ
レンド
　*５アミノシリコーン－２：Ｗａｃｋｅｒ　Ｓｉｌｉｃｏｎｅｓ製のＡＤＭ１１００
　*６　ＭＱ樹脂：ＧＥ　Ｓｉｌｉｃｏｎｅｓ製のＳＲ１０００（ポリトリメチルヒドロ
シリルシリケート）
【００８２】
　調製方法
　上記のような「実施例１」～「実施例６」、「実施例ｉ」及び「実施例ｉｉ」のコンデ
ィショニング組成物は、当業者に周知の任意の従来法により調製することができる。これ
らは、次のようにして好適に調製される。
【００８３】
　カチオン性界面活性剤、高融点脂肪族化合物及び直接染料を撹拌しながら水に加え、約
８０℃に加熱する。混合物を約５０℃まで冷却する。シリコーン化合物、香料、保存料を
、包含する場合、混合物に攪拌しながら添加する。次に、混合物を室温に冷却する。
【００８４】
　実施例１～６は、本発明のヘアコンディショニング組成物であって、リンスオフ用途に
特に有用である。上記の「実施例１」～「実施例６」により開示し、表わした実施形態は
、多くの利点を有する。例えば、これらはコンディショニング効果を提供しながらも色効
果を提供する。これらは赤又は茶色にカラーリングした毛髪に特に好適である。
【００８５】
　カラーリング効果
　上記の実施例１、実施例４、実施例ｉ及び実施例ｉｉの組成物について、以下の方法に
よりカラーリング効果を評価する。評価の結果もまた以下の表１に示す。
【００８６】
　色付着
　色付着は以下のように評価される：
　ｉ）未処理、未着色の毛髪サンプルの色（以降、色Ｎ）を、Ｘ－Ｒｉｔｅ　ＳＰ６４分
光計と呼ばれる装置を用いて測定する。
　ｉｉ）サンプルを組成物で以下のように１５回処理する：
　１ｇの組成物をサンプルに塗布し、均一に塗り広げ、次いでサンプルからすすぎ落す。
次いでサンプルを乾燥させる。
　ｉｉｉ）１５サイクルの処理後、被処理毛髪サンプルの色（以降、色Ｔ）をＸ－Ｒｉｔ
ｅ　ＳＰ６４分光計と呼ばれる装置を用いて測定する。
　ｉｖ）次いで色Ｎ及び色ＴのＬ、ａ、ｂ値を比較して、ＤＥ2000測定値を算出する。
【００８７】
【表２】

　Ａ１：対照（Ｃ１）と比較して、色付着が１４％～３０％（１４％は含めない）増加
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　Ｂ１：対照（Ｃ１）と比較して、色付着が１４％まで（１４％は含めない）増加
　Ｃ１：対照
【００８８】
【表３】

　Ａ２：対照（Ｃ２）と比較して、色付着が１４％～３０％（１４％は含めない）増加
　Ｂ２：対照（Ｃ２）と比較して、色付着が１４％まで（１４％は含めない）増加
　Ｃ２：対照
【００８９】
　本明細書に開示されている寸法及び値は、列挙した正確な数値に厳しく制限されるもの
として理解すべきではない。それよりむしろ、特に規定がない限り、こうした各寸法は、
列挙された値とその値周辺の機能的に同等の範囲との両方を意味することが意図される。
例えば、「４０ｍｍ」として開示される寸法は、「約４０ｍｍ」を意味することを意図し
ている。
【００９０】
　相互参照される又は関連するあらゆる特許又は出願を含め、本明細書において引用され
る全ての文献は、明示的に除外ないしは制限されない限り、参照によりその全体が本明細
書に組み込まれる。いかなる文献の引用も、それが本明細書において開示され請求される
いずれかの発明に関する先行技術であること、又はそれが単独で若しくは他の任意の参照
とのいかなる組み合わせにおいても、このような発明を教示する、提案する、又は開示す
ることを認めるものではない。更に、本書における用語のいずれかの意味又は定義が、参
照により組み込まれた文献における同一の用語のいずれかの意味又は定義と相反する限り
においては、本書においてその用語に与えられた定義又は意味が適用されるものとする。
【００９１】
　本発明の特定の実施形態が例示され、記載されてきたが、本発明の趣旨及び範囲から逸
脱することなく、他の様々な変更及び修正を実施できることが、当業者には明白であろう
。したがって、本発明の範囲内にあるそのようなすべての変更及び修正を、添付の「特許
請求の範囲」で扱うものとする。



(19) JP 5486014 B2 2014.5.7

10

20

フロントページの続き

(74)代理人  100122437
            弁理士　大宅　一宏
(74)代理人  100161115
            弁理士　飯野　智史
(72)発明者  ルンラーンクリアンカイ，シリポーン
            兵庫県神戸市東灘区田中町３－１－４

    審査官  八次　大二朗

(56)参考文献  特表２００３－５３２６５９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２００２－５２２３７０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－１０４１６２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０７－００２６２９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開昭６２－２７７３１３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０００－１９１４５８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－２４９４１８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０１－１３２５１２（ＪＰ，Ａ）　　　
              国際公開第２００７／００８４７５（ＷＯ，Ａ１）　　
              米国特許出願公開第２００６／００９６０４１（ＵＳ，Ａ１）　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｋ　　　８／４０　　　　
              Ａ６１Ｋ　　　８／３４　　　　
              Ａ６１Ｋ　　　８／４６　　　　
              Ａ６１Ｑ　　　５／０６　　　　
              Ａ６１Ｑ　　　５／１２　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	overflow

